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長崎県の 15 歳人口の推移を見ると，2018 年(平成
30 年)は，23 年前にあたる 1995(平成 7)年の約 56％
にまで落ち込んでいる(図 2)。この深刻な 15 歳人口
の減少に対し，全国の高等学校の学校数は 1995 年
5,517 校→2018 年 4,897 校，全国の高等学校の生徒
数は 488 万人→342 万人となっており 1),2018 年の























赤点をとる学生が激増する(図 3)。図 3 は電子制御工
学科の例を挙げているが，他学科もおおよそ同様であ
り，2 年次には 1 年次の 2～3 倍程度の赤点個数とな
ることが多い。 
 また，図 3 にも明らかだが，後期定期試験後の成績
































































































験者は，2014 年までは，専門科目が急増する 3 年生




















































 2017 年 7 月末，2 年担任を務めていた堀江は，ク
ラスに複数人いる実験レポート未提出の学生を，夏休
みに学校に登校させて全て仕上げさせようと考えて















 「夏休み学習会」は当初 8 月 16～19 日の 4 日間を

















な工夫を模索しながらの充実した 7 日間であった。 
 しかし，これだけで成績不振が解消するほど，簡単
な問題でないことは明らかであった。堀江･眞部･大浦




野一成一般科目長(当時)を加えた 4 名である。 
この後，成績不振学生対策を後期も継続すること









11 月 2 日の教務委員会で，正式に学習支援室の新設
が承認されるに至った。 
 「放課後学習会」は，後期定期試験まで計 21 日間，
実施された。視聴覚室や ICT5 を会場として，合計の
べ 513 名が参加し，2017 年度を終えた。 






























































































































羽詰まった 5 年生が 4 月から 5 月にかけて参加する
こともあり，進路相談や就職相談に乗ることもある
(図 11)。また，豊橋･長岡の 2 ヶ所にある国立技術科
学大学の編入学試験には国語科目があるため，国語の
指導を要望する学生もいる(図 12)。 

























































計 6 回，のべ 208 名参加，図 15)，「電気磁気学Ⅰ復






























 2017 年度は計 7 日間(前述。のべ 79 名参加)，2018
年度も 8 月 27～30 日と 9 月 28～30 日の計 7 日間
(のべ 284 名参加)，2019 年度は 8 月 27～30 日の計
3 日間(台風による大雨により 28 日は中止)，開催し






2018 年度は，1 年生赤点 3 個以上，2 年生赤点 4 個
以上，3 年生赤点 5 個以上を参加指定とした。2019
年度は，1 年生赤点 3 個以上，2 年生赤点 4 個以上を
指定推奨学生とし，その中でも 1 年生は赤点平均 55






宿に合わせて 8 月に 4 日間，後期授業開始直前の 9












ことの 1 つに，8 月の学習会期間中は熱心に学習に取
り組んだが，学習会がない 9 月に全く勉強しなかっ
た成績不振学生がいる，ということである。確かに，















そこで，9 月に 1 週間に 1 日程度，数学科目の質問
受け付けを行う学習会「数学塾」を，2018 年度は計
3 回実施した。2019 年度は，数学に加えて物理も増



























座」である(図 23)。毎年 6 月末に，後援会の予算を
いただいて全 4 年生が TOEIC IP テストを受験して
いる。その直前に，学習支援室員･上田真梨子(英語科)
の協力を得て放課後に対策講座を実施した。しかし受
































学習支援室による放課後学習会が 2017 年 10 月か















































たが，最終的には 4 年生 20 名，3 年生 23 名，特に
募集してはいなかったが希望してきた 2 年生 2 名の







































 これに加え，2019 年度から 4 月の新入生オリエン
テーションでも学習支援室長講話を依頼された。内容
は，2 年生での留年･進路変更の原因として，1 年次


































































で，赤点 4～5 個を持つ学生と，赤点 6 個以上の
学生に分け，指導内容を変えている。取り決めの
内容は，おおよそ次のとおりである。 
(1)欠点科目 4～5 個の学生 
・放課後学習会や夏休み学習会に，週1回以上 
参加する。 






















図 28 「欠点科目保持者『学習時間確保対策』」 
   を通知する教室掲示 
 
























































そこで 2018 年度から，専攻科生を TA(ティーチン
グ･アシスタント)として雇用する計画を立てた。しか
し，Gmail を用いて専攻科 1 年生全員に TA 募集を
かけたが，希望者がいなかった。手をこまねいている
うちに前期が終わり，結局，個人的に専攻科 2 年生 1
















大浦の推薦で 5 年生数名に声をかけ，全 4 学科から
計 6 名を雇用できることになった。 




































































































































学習支援室 Web ページ(図 42 左)の 3 本立てで行っ



































図39 ドデカゴン     図 40 教室掲示 
 




















































ワーキンググループ 第 3 回会議(2019 年 9 月 24
日)資料 参考資料 2「高等学校教育の現状につい
て」，pp.4,10，2019 
2) 高等専門学校 50 年の歩み(高等専門学校五十年
史)，独立行政法人国立高等専門学校機構本部，
pp.97-102，2012 など 
3) 例えば，2018 年 3 月 16 日には，独立行政法人国
立高等専門学校機構主催，日本経済新聞社共催によ
り「『高専 is KOSEN』～日本の高専から世界の高
専へ～高専の国際展開シンポジウム」が東京で開催
されている。 
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